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こんにちは 学校運営協議会です
4月22日(月)に令和6年度第1回学校運営協議会が開催されました。（詳しくは

裏面に記載）学校運営協議会は、保護者、地域の方、教職員などで構成され、
学校と地域が一体となった学校づくりを進めていくために協議をする機関です。
地域の方々が学校運営に参画できるという仕組みに
なっています。今年度もこの『生き生き井田川』で
は、協議会で話し合われたことや地域の方と協働し
て行った活動についてお伝えしていきます。

令和６年度 学校運営協議会委員 （敬称略）

井田川小はコミュニティ・スクールです

《会長》 打田 喜行（登下校見守りボランティア）

《副会長》近藤 保行（防災ボランティア、花ボランティア）

《委員》 瀬川 直紀（井田川北まちづくり協議会役員）

山口 勝美（井田川南まちづくり協議会理事）

増村 嘉子（主任児童委員） 佐熊 秀樹（放課後児童クラブ職員代表）

片受 祐奈（放課後子ども教室コーディネーター）

西 恵未 （PTA副会長） 西川 早紀（PTA副会長）

豊田 恵美（PTA書記） 砂川 智香（PTA広報部長）

平野 朋希（中部中学校校長） 小川 敦子（みずほ台幼稚園園長）

小坂 みゆき（井田川小学校校長） 小野 郁文（井田川小学校職員）
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右の写真は栽培委員会の子どもたちが世話をしている花壇です。
花ボランティアさんのご協力もあり、今年の春もチューリップやネモフィ
ラ、ノースポールなど色とりどりの花でいっぱいになりました。

コミュニティ・スクールとは学校運営

協議会を設置している学校のことです。

井田川小もコミュニティ・スクールで、

認定を受けてから今年で５年目となりま

す。これまでの積み重ねを大切にして、

地域の方々と力を合わせ、子どもたちの

安心安全を守ると共に豊かな成長を支援

していきたいと思っています。



第１回学校運営協議会のご報告

５年生田植え体験 『どんこネット川合』の皆さんに
お世話になりました

花ボランティアさんと一緒に活動しています

第１回協議会では、学校経営ビジョン、令和５年度の予算執

行、令和６年度の学校配当予算が承認されました。学校からは、

今年度の取組について説明がありました。その中で小坂校長は

「学校行事については必要なことの精選をして教職員の負担軽

減を行っていきたい」と話しました。さらに、情報交換・課題の共有

ということで委員からは次のような声が聞かれました。

○予算が厳しい状況だが、学校や放課後児童クラブにおいて少しでもゆとりのある職員配置ができる

とよいと思う。

○ 市内放課後児童クラブは、利用者が多いにもかかわらず行政が参画できていないところがある。

少子高齢化で財源の確保が難しい中、１０年後の運営がとても心配だ。

○ 学校でのPTA主催の親子イベントがコロナの影響でここ数年実施されていない。再開に向けてPT

A役員で協議をしているところだ。

○ 放課後子ども教室文化講座での見守りスタッフが不足している。保護者の方にご協力いただき、地域

の方と一緒に子どもたちを見守る環境をつくっていきたいと思う。

○ 保育料無償化で幼稚園の入園児が減っている。いかに集団生活を体験させるかが課題となっている。

○ 本協議会では、教員の働き方改革についても皆で議論をしていけたらと思う。

4月15日(月)に児童委員会が行われ、栽培委員会では花ボランティアさんにご協力をいただきまし

た。ボランティアさんのご提案で、卒業式の際に卒業生の花道を飾ったパンジーとビオラ（鉢植え）を、ボ

ランティアさんと一緒に職員室横の花壇に植え替えました。少し弱っていたお花でしたが、その後栽培委

員の子どもたちが交代で毎日水やりを

続けると元気を取り戻し、6月に入った今

でもきれいな花を咲かせてくれています。

花ボランティアさんは、委員会活動の

時間だけでなくこまめに花壇の手入れを

してくださっています。いつもありがとうご

ざいます。

4月25日(木)、5年生の総合的な学習の時間で毎年恒例の田植え

体験が行われました。地元のボランティア団体『どんこネット川合』の皆

さん8名がご指導してくださいました。

「苗は３～４本ずつ植える。多いと隙間ができずに病気になってしまう」

「泥にはまったときは、かかとを上げると抜ける」ということなどを教えて

いただきました。

いざ田んぼに入る時となると、子どもたちから「緊張するわ」という

声もありましたが、ボランティアの皆さんがていねいにアドバイスをし

てくださったおかげで、小さな苗をしっかりと泥の中に植え付けるこ

とができました。「上手やな」「うまい！！」と褒めていただきました。

5年生はこの後、お米や亀山市の米生産について調べ学習を進め

ていきます。引き続き『どんこネット川合』の皆さんには場面場面で

ご支援ご協力いただく予定です。よろしくお願いいたします。


